
　

２
０
２
０
年
３
月
20
日
に
、
ソ
リ
ハ
シ
セ

イ
タ
カ
シ
ギ
と
い
う
珍
し
い
鳥
が
現
れ
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
を
情
報
発
信
し
た
と
こ
ろ
、

翌
日
か
ら
大
勢
の
お
客
様
が
押
し
寄
せ
ま
し

た
。

　

こ
の
鳥
は
国
内
に
定
期
的
に
飛
来
す
る
場

所
が
な
く
、
毎
年
日
本
の
ど
こ
か
に
数
羽
飛

来
す
る
程
度
の
珍
鳥
で
す
。
米
子
水
鳥
公
園

で
は
過
去
に
１
９
９
８
年
、
２
０
０
８
年
、

２
０
１
４
年
に
飛
来
し
て
い
て
、
今
回
で
４

度
目
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
注
目
を
集
め
た
の
は
、
こ
の
鳥
が
ネ

イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
目
前
に
３
羽
現
れ
た

こ
と
で
す
。
窓
際
か
ら
約
20
ｍ
の
近
距
離
で

３
羽
も
観
察
で
き
る
こ
と
は
大
変
珍
し
く
、

県
内
外
か
ら
多
く
の
お
客
様
が
集
ま
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
も
園
内
で
珍
し
い
鳥
が
現
れ

る
と
、
広
く
情
報
発
信
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
ん
な
に
も
多
人
数
が
集
ま
っ
た
こ
と
は
な

く
、
そ
の
反
響
の
大
き
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
珍
鳥
の
情
報
が
広
ま
る
と
、

県
内
外
か
ら
大
勢
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
押
し
寄

せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
水
鳥
公
園
は
鳥
を

観
察
す
る
施
設
で
す
が
、
園
外
の
場
合
は
地

元
の
方
の
迷
惑
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
米
子
水
鳥
公
園
で
は
、
園
内
以

外
に
現
れ
た
珍
鳥
の
情
報
は
公
開
し
な
い
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

米
子
水
鳥
公
園
統
括
指
導
員　

桐
原　

佳
介

レ
ン
ジ
ャ
ー
通
信

米
子
水
鳥
公
園

水
鳥
公
園
の
指
導
員（
レ
ン
ジ
ャ
ー
）に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

問
米
子
水
鳥
公
園
（
☎
24
―
６
１
３
９
）
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若手作家支援展　「朝倉弘平 雲わく庭から」より

干支ハンカチシリーズ「イノシシハンカチ」
原画《EAT EATEN》
会 期　３月６日（日）まで【水曜日休館】

　当館の若手作家支援展では初の I ターン作家である
朝倉弘平（1983年生まれ）。2013年に東京から米子
へ移住し、現在は大山町で制作に取り組んでいます。
2018年には、家族で13か国を巡る世界旅行に出かけ
ました。
　本作は、旅行中のドイツで（朝倉も年男にあたる）
2019年亥年の干支ハンカチの原画として描かれまし
た。イノシシはいつも朝倉の自宅にやってきて畑の作
物を食べ、庭を穴だらけにして去っていく。よく見る
とこの画面のイノシシは「寄せ絵」で、ウサギ・蝶・
竹の子など、自宅の庭に息づく動物や作物を組み合わ
せて描かれています。そんなイノシシは時にジビエと
して人に食べられる…、朝倉はこうした「生命の循環」
をテーマの一つにしています。
問米子市美術館（☎３４－２４２４、 ３３－０６７９） 《EAT EATEN》2018 年　水彩、色鉛筆、紙


